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名古屋教育記者会各社 殿 

超高層大気が寒冷化する様子を、33 年間の大型レーダー観測から解明 

 

情報・システム研究機構 国立極地研究所（極地研、所長：白石
しらいし

和行
かずゆき

）の小川泰

信准教授と名古屋大学太陽地球環境研究所（所長：松見
ま つ み

豊
ゆたか

）野澤悟徳准教授等の

の研究グループは、33 年間にわたる欧州非干渉散乱（EISCAT）レーダーの観測デ

ータを独自の手法で解析することにより、超高層大気（※1）の寒冷化の様子を定

量的に明らかにしました。 

地球温暖化により超高層大気は寒冷化することがモデル計算で予想されていま

したが、これまでの観測データに基づく寒冷化の程度は、モデル計算の予測値と大

きな違いが生じている状況でした。本研究では EISCAT レーダーデータの詳細な解

析から、精度の高い温度の長期変動分布を導出した結果、極域の超高層大気は 1 年

あたり約 1.4 度の温度低下が起きていることが分かりました。この結果は、超高層

大気の寒冷化が最新のモデル計算結果とも整合的に生じていることを示していま

す。地表面に比べて 10 倍以上も大きな変化をする超高層大気の温度の長期変動を

充分に調査していくことが、超高層を飛翔する多くの人工衛星軌道の正確な予測

や、地球温暖化の進行を予測する上で重要であることを、この研究は示しています。 

この成果は、2014 年 9 月 2 日発行の Geophysical Research Letters 誌に掲載されま

した。なお、本研究は極地研のプロジェクト研究「EISCAT レーダーならびに地上

拠点観測に基づく北極圏超高層・中層大気の国際共同研究」の一環として実施され

ました。 
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図 5： 電離圏温度の長期トレンドの高度分布。横軸が時刻、縦軸が高度を表す。色は暖色

系ほど気温トレンドが高い（温暖化傾向にある）ことを示す。昼の時間帯よりも朝側や夕

方側の時間帯の方が高高度（420 km 以上）の温暖化傾向が強く出る。 
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